
家電製品の需要構造の分析と予測
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1. はじめに

家電製品の需要は新規需要と買替え需要に分け

られる.新規需要とは，ある家電製品の未購入世

帯がその製品を購入するものである.一方，買替

え需要とは，使用している家電製品が壊れたり，

機能が劣化したために新しい製品にとり替えられ

ることにより生じるものである.

家電製品の普及率を年次推移でみると，その製

品の普及の初期，および成長期の段階では新規需

要が大部分を占める.そして，その製品の普及率

が限界に近づき，成熟期になるにしたがし、買替え

需要が大部分を占めるようになる.

ここでは成熟期にある家電製品について買替え

モデルを作成し，モデルから得られた需要量と実

際の出荷量を比較分析し，買替え年数の変化につ

いて考察した.結果として，カラーテレビなど多

くの家電製品で、昭和48年の石油危機後，平均買替

え年数が 2 年前後伸びているこ

とがわかった また，普及率の lz
推移モデルを成熟期のモデ、ルに 90 

80 

追加することにより，成長期に 70 

ある家電製品の需要予測モデ、ル 60 

を作成した・実際にVTRに適 50 
用して将来の需要動向を考察

し，また新製品の需要予測への 10 

適用可能性を述べた.

2. 家電製品の普及率年次推移

凶 1 は主要家電製品の普及率年次推移を表わし

たものである.

この図をみると，家電製品の普及率は普及の初

期の段階から普及の限界まで，比較的なめらかな

曲線を描くことがわかる.普及の初期の段階から

徐々に普及が加速化され成長期を迎え，普及の限

界に近づくにつれ，普及の速度が減速化され成熟

期を迎えるというパターンが一般的である.さら

に白黒テレビにみられるように，成熟期に普及率

の飽和点に達した後，製品は衰退期に入り普及率

が下降し始める.一般に家電製品の普及率はこの

ような形で推移する.

ここでは衰退期は考慮せず，家電製品の普及の

初期から成熟期までを，成長曲線の l つであるロ

ジスチック曲線のモデルを用い考察してみたい.
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図 1 主要家電製品の普及率年次推移(資料出典:民力 (B.B.R.))
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ある.

pt=M/( 1 +Ae-V') 

ここで，

Pt : t 年の普及率

M , A , V: パラメータ

いろいろな家電製品の成熟期までの普及率推移

をロジスチック曲線モデルで、表現すると ， M , A , 

V の 3 つのパラメータが，その製品固有の値とな

る.これらのパラメータを普及率推移という面か

ら説明すると次のようになる.

M: 成熟期における限界普及率を表わす.

V: 普及の速度を表わす.Vが大きいほど普及

するのが速く ， Vが 2 倍になると，ある普及

率から普及率まで到達するのに要する時聞が

半分になる.

A: 普及の時期を表わす. 10ge A/V は普及率

が限界普及率Mの半分になる時点を表わす.

主要家電製品の普及率推移をロジスチック曲線

にあてはめ，各々のパラメータを算出してみたも

のが表 1 である.

この表のう!ち，まだ成熟期を迎えていないエア

コン，電子レンジ， VTRなどのパラメータは筆

者らの推計である.

この表で，限界普及率はその製品の必要度を示

すものと考えられる.この表にはないが，参考文

献[幻によるとピアノの限界普及率は24%，ステ

レオは74%であり，趣味的要素の強いものほど，

限界普及率は低い.
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図 2 カラーテレピ普及率の年次推移
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普及速度は，その製品の価格，所得などの経済

的要因と，その製品の機能に対する必要度で決ま

るものと考えられる.やはり[3J によると，ピア

ノ，ステレオはそれぞれ0.17 ， 0.23であり，一般

の家電製品に比べるとかなり遅い.表 1 をみると

洗濯機，電気こたつ，クリーナーなどの家電製品

はすべて，普及速度0.3-0.35の値となっている.

これに比べ冷蔵庫は約1. 5倍の普及速度 0.48であ

り，かなり普及が速かったといえる.さらにカラ

ーテレピは冷蔵庫の約 2 倍の0.82の普及速度であ

り， \，、かにカラーテレビの普及が急激だったかが

わかる.

図 l には 2 台め 3 台めといった重複普及率の

推移は記入していないが，図 2 をみるとカラーテ

レビでは 2 台め 3 台めの普及率推移が台め

と同様のパターンを示していることがわかる.

3. 成熟期の家電製晶の需要

3.1 成熟期のモデル

成熟期の家電製品は，需要の大部分が買替え需

要である.家電製品の使周年数と買替えに関して

昭和52年に家電製品協議会が調査しているが，そ

れ以後体系的に調査されたものはない.

この調査では，使周年数に対する買替え率の分

布を正規分布としている.正規分布と仮定するな

ら i 年間使用した製品の買替え率 n は次式で表

わされる.

ri =e-Ci-p)2 /20
2 /1σ 、/示 (2) 

ここで， μ と σ が製品ごとに異なるパラメータ
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表 2 家電製品の買替えに関するパラメータ

製品名 \T1-1hnt'1+1 ~:AFh σ |平均使用年数|人によるばらつき

カラー;日 8.0年 2.7 
冷蔵庫 10.1 3.1 

洗濯機 83.0

掃除機 8.6 I 3.6 
や刊こたつ 9.4 I 4.0 

参考文献 [IJ による

になる.

μ: 平均買替え年数

σ: 標準偏差

平均使用年数は，耐用年数，修理可能年数，新

製品の出現などによって決まる.一方，標準偏差

σ は大きいほど，人による使い方の差が大きいと

いうことであり，人による使用頻度の差などを表

わしているものといえよう.

表 2 は，家電製品協議会が行なった調査結果を

もとに，製品ごとの買替え率のパラメータを一覧

表にしたものである.これをみると，カラーテレ

ビの平均使用年数が短しまた標準偏差も最も小

さい.また，やぐらこたつは標準偏差が最も大き

く，人による使われ方がかなり異なるのではない

かと考えられる.

カラーテレビや冷蔵庫のような成熟した家電製

品は買替え需要が大部分を占めるので，平均買替

え年数などの買替え構造の分析が重要となる.こ

こでは使用年数に対する買替え率の分布を正規分

布と仮定し，次のモデ、ルを用いて買替え構造を分

析した.

t 年の総需要 dt は年の新規需要 dnt と t 年

の買替え需要 drt の和とする.すなわち，

dt=dnt+drt 

ここで，新規需要は世帯数と世帯普及率の増加

によって起きる需要とした.式で表わすと，

dnt=PtHt-Pt-1Ht-l (4) 

ここで、，

Pt : t 年度末の世帯普及率

1983 年 7 月号
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Ht: t 年度末の世帯数

買替え需要については次のようにした.
2μ 

drt= L: r;Dt-i (5) 

ここで，

(3) 

Dt: t 年度の圏内出荷(各工業会統計)

このモデルで，平均買替え年数を変化させ，モ

デルで得られた需要量と，出荷実績とを比較する

ことにより，平均買替え年数の変化を考察した.

カラーテレビ，冷蔵庫，洗濯機，掃除機などにつ

いて分析してみたが，結果としてこれらすべてに

ついて昭和48年の石油危機を境にして平均買替え

年数が伸びていると思われる結果が出た.カラー

テレビについて，この分析結果を少しくわしく述

べる.

3.2 カラーテレビの買替え構造

カラーテレビの普及率は図 2 のようにし 2 台

めが成熟期 3 台めが成長期にある.すなわち，

l 世帯で 3 台のカラーテレビをもっところがふえ

ていることになる.

図 3 は，モデルで、平均買替え年数を 8 年と 9.7 

年としたものと，園内出荷実績を比較したもので

ある.この図からもわかるように，石油危機を境

にカ 7 ーテレピの平均使用年数は伸びていると考

えられる.特に55年以降は実績よりモデ、ルの需要

のほうがかなり上回っており，平均買替え年数が

9.7 年以上になっているのではないかと推定され

る.

55年以降モデルの需要が大きな値を示している

のは， 45-48年に買われたテレビが買替え時期に
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あたり，またその時期の需要が多かったからで

ある.そのためモデルでは買替え需要の占める

割合が大部分である.しかし，他の調査をみる

と，最近全体の需要の中に占める買増しの比率

が高くなっている傾向にある.これは 3 台め

の普及率が現在急激に大きくなっていることに

も一因があるが，これだけでも説明できないほ

ど多い.このことから，テレビの耐周年数が近

づき，買替えに近い形で新しいテレビを買った

が，古いテレビも捨てずにとっておくという世帯

がふえているのではないかと考えられる.このた

め，実際は買替えに近いのに 2 ， 3 台めの買増

し需要としてとらえられているものがふえている

可能性が高い.すなわち 3 台めの普及率が伸び

ているといっても，直接の需要増につながってい

ないことに注意する必要がある.

しかし，テレビは今後ニューメディアや家庭内

情報機器の端末として重要な役割を果すと予想さ

れる.古いテレビが家庭内に残っているとなる

と，テレビの技術革新とあいまって買替え需要が

喚起され，今後さらに需要がふえる可能性を秘め

ているといえよう.

実際，カラーテレビの昭和57年度国内出荷量は

56年度に比べ大幅に増加する見込であり，これは

買替えが促進された結果とみることができる.

冷蔵庫について，同様の分析を試みた結果，平

均買替え年数が石油危機前は約10年だったのが，

石油危機後 13年近くまで伸びていることがわかっ

たことをつけ加えておく.

4. 成畏期の家電製品の需要予測

4.1 成長期のモデル

普及の初期および成長期の家電製品は新規需要

が大部分を占めることは前にも述べた. このた

め，この時期にある家電製品の需要予測をする場

合には普及率の予測が重要になる.ここで、は，普

及率の推移をロジスチック曲線すなわち(1)式で予

測し，古íj章で用いたモデルと組合せて成長期の家
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図 4 VTRの需要推移予測j

電製品の需要予測に使えるようにした.すなわち

前章のモデル， (3)，仏)， (5)式のうち， (4), (5)式を

次のようにした.

d伽nt=pうtH，品t 一Iか~t九sト-lHtね-→ ω4め)'
, 

drns=2T 

ここで， pt, dt は各々 (1) ， (3)式で表わされる.

VTRについて，実際にこのモデルを適用してみ

た.

4.2 VTRの帽要予測

VTRの普及率は，図 1 のように現在，普及の

初期の段階から成長期にさしかかった状況にあ

る.この時点で将来の普及率を予測するのは非常

に困難ではあるが，表 1 で示したパラメータで示

されるロジスチック曲線で推移すると予測Lた.

すなわち，最終的には全世・帯の56%がVTRを保

有し，その普及の速さは0.6であるとした.

買替えについては，平均買替え年数を 10年と

し，標準偏差を 3 年とした.

以上のパラメータを用いて，本モデルで予測し

た結果が図 4 である.この図をみると，モデルに

よる需要のほうが，園内出荷実績に比べ少ない結

果となっている.この傾向は，図 3 のカラーテレ

ビの普及の初期段階にもみられる.この要因とし

て考えられるのは，まず，モテ守ルが普及率つまり

家庭に実際に購入された需要としてとらえている

ことである.実績はメーカー出精時点でとらえた

ものであり，時間にずれがある.第 2 に考えられ

るのは，一般世帯以外に購入される量が多いとい

う場合である. VTRの場合，学校など業務目的
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で使われているものが相当あると思われる.しか

し，家電製品の普及率が高くなるにつれ，これら

業務用の需要は一般の家庭の需要に比べ，無視し

うるぐらい小さくなるのが普通である.

この他にも，いくつか要因は考えられるが，こ

こではカラーテレビや冷蔵庫の需要推移パターン

を参考にしながら， VTRの需要動向を考えてみ

る.

昭和58年度のVTR園内出荷量は，このまま推

移すれば， 300-330万台となろう.昭和何年に普

及率は限界普及率の半分になり，普及率の伸び率

が最も大きい時点を迎える.昭和59年度から 61

年度ぐらいまで出荷量はピークを迎え，その量は

330-350万台となろう.その後，出荷量は減少し

始める.これは普及率の増加率が減少することに

より，新規需要が減少するからである.この時点、

では買替え需要の占める割合は小さく，買替え需

要が多くなる昭和60年代後半になり，需要はまた

増加し始める.

モデルでは， VTRの普及は 1 台だけ，また限

界普及率は56% としている.昭和60年代前半のV

TR需要の落ち込みは， VTRを l 世帯に 2 台以

上普及させる努力，あるいは限界普及率を高める

努力によって克服できるものと思う.この役割を

担っているのが，新規格VTRのような，使いや

すさを考えた新しい技術ではないかと考える.

4.3 新製品への本モデルの適用

前節でVTRについてモデルを適用したが，こ

のモデルは，新製品のパラメータが推計できれ

ぽ，新製品の需要予測にも使える.まったくの新

製品のパラメータ，特に普及に関するパラメータ

を推計するのはかなり困難ではあるが，表 1 の過

去の多くの家電製品の普及に関するパラメータを

参考にして推計するのは可能であろう.推計にデ

ルファイ法を使うのも l つの方法である.

5. おわりに

家電製品に関する統計は閉じ耐久消費財である

1983 年 7 月号

自家用車に比べ少なく，信頼性も乏しいものが多

い.このような中で簡単なモデルを用い，かなり

大胆な分析，予測を行なったが，これは l つの仮

説であると考えている.仮説を実証するための調

査，分析をさらに続ける努力は必要である.

一方，家電製品の需要の分析，予測に関しての

特徴は，家電製品は多様性があるということであ

る.つまり，過去にさまざまな機能の製品が出現

し， また今後も出現するだろうということであ

る.多様性のあるものをすべて同ーのモデルで論

ずるのは誤っているとの考え方もあろうが，同ー

のモデルでいろいろな製品をパラメータという数

値で比較，分析できるとし、う利点は大きい.さら

に，モテ'ルの結果を比較，検討することによりさ

らに多くのものが得られると考える.
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